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表紙の写真：新・農のある風景 ～其の67  ～　あおもり海道そばの収穫（ＪＡ青森）
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メ ッ セ ー ジm e s s a g e

　令和３年７月、東京オリンピックが始まり、それと同時にかつてない新型コロナウイルス（以下、「コ
ロナ」という。）の爆発的な感染拡大も始まりました。オリンピック競技自体は世界トップレベルの
強く、速く、美しいパフォーマンスを見ることができ、また、日本人選手の活躍に喜び、感動する場
面も多々ありました。一方でコロナの感染者については、オリンピック開催期間やお盆期間の人の移
動等による影響、国民の感染に対する危機感の低下等により、連日過去最多を更新する等、歯止め
がかからない状況となってしまいました。
　県内でもコロナ感染拡大により、飲食店やホテル等の営業停止が後を絶たず、各地域で断続的に
クラスターが発生する等、予断を許さない状況が続いております。また、青森ねぶた祭をはじめ県内
の夏祭りは昨年に引続き開催が見送られました。来年こそはコロナが収束し、安心安全な夏祭りが開
催できることを切に願うものです。

　さて、令和３年度の業務運営状況ですが、信用事業システム業務については、ＪＡバンク青森県
域戦略に沿った課題整理を行い、ＪＡＳＴＥＭシステムに関する各種情報把握に努めながら、適切な
対応に取組んでおります。また、管理経済事業システム業務については、「ＪＡグループ青森情報・
電算構想実施基本計画書（第５次）」に基づき、システムの機能強化にかかる開発・改修と安定稼働、
公認会計士監査に対応したシステム改修、経済事業システムの開発・改修、新財務会計システムの
開発等に取組んでいるほか、情報セキュリティの強化と安定稼働、農業経営管理支援業務や営農ＩＣ
Ｔ情報システムの開発と安定稼働に取組んでおります。さらに、総合ネットワーク事業業務（信用事
業、共済事業、管理経済事業）については、関係先と連携し円滑な運営に取組んでおります。

　話は変わりますが、令和２年度の検討事項でありました農協会館３階フロアの見直しに伴い、当社
事務室を３階東側から３階西側へ移転することとなり、令和３年２月に改修工事を開始して以降順調
に工事が進み、令和３年５月17日から新事務室での業務をスタートすることができました。ＪＡ、関
係団体、関係各社のご協力に対し厚く御礼申しあげます。

　最後に、令和３年度は次期中期計画（令和４年度～６年度）策定の年であります。次期３ヵ年の新
たなスタートに向けて、ＪＡの業務が円滑に遂行できるよう各関係先と連携し取組んでまいりますの
で、今後ともよろしくお願い申しあげます。　

株式会社青森県農協電算センター

令和３年度の業務運営状況と新たなスタート
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支援強化で生産意欲減退阻止　管内全市町村へ支援要請（９／22）
　ＪＡ青森は、2021年産米の概算金が大幅に下落したこ
とを受け、同ＪＡ雪田徹組合長ら幹部が管内５市町村を
訪問し、米農家に対する支援を要請した。このうち平内
町役場では、雪田徹組合長が「町をあげていち早く農家
支援のために立ち上がっていただき感謝申し上げる。行
政にも何とかお力を貸していただきたい」と訴えた。船
橋茂久町長は「同町は農水産業が基幹産業で農業従事者
が多い。他市町村の支援策も考慮しながら助成を検討し
ていく」と述べた。

全量１等スタート　「青天の霹靂」初検査（９／14）
　ＪＡつがるにしきたは、つがる白神支店１号倉庫で2021年
産米の初検査を行い、ＪＡ職員ら30人が見守る中、全量１等
に格付けされ好スタートを切った。この日検査したのは、鰺ヶ
沢町の橋本康伸さんが６日に収穫し、乾燥調整した「青天の
霹靂」32俵（１俵60㎏）。泉谷利幸組合長は「全量１等とな
り非常に喜んでいる。コロナ禍で厳しい状況が続いているが、
良食味をＰＲして消費拡大に努めたい」と話した。

今年産リンゴ初売り（９／３）
　ＪＡつがる弘前が出荷した2021年産早生リンゴ「サン
つがる」「きおう」「未希ライフ」の初売りが９月３日、
東京都大田市場の東京青果と、大阪市場の大果大阪青果
で行われた。「特選」の最高値が32玉入りで、東京では
１ケース20万円と前年同額、大阪は同30万円で前年より
25,000円高い価格でスタートを切った。仲卸業者各社か
らは、「着色・食味ともに申し分ない」と高い評価を得た。

最先端コンバイン／地域の活性化目指す（９／13）
　ＪＡごしょつがる管内にある、有限会社豊心ファームの代
表取締役境谷一智さんは、このたびＪＡの農業近代化資金を
活用して、ＧＰＳ自動運転アシスト機能付コンバインを購入
した。同コンバインは、2019年に販売開始され、五所川原管
内では初めて納入となる。
　境谷さんは「初期投資は必要だが、コンバインの自動化に
はロマンがあり、地域農業の活気につながる」と話す。同機
種は、自ら合理的な刈取ルートやターン、排出を計算して走
行するため、労働時間軽減とコスト削減に期待している。

今年も米一等米格付け　米の初検査（９／28）
　ＪＡ相馬村はライスセンター倉庫で、ＪＡの大場勉組合長をは
じめ、ライスロマンクラブや全農あおもり関係者などが見守る中、
今年産米の初検査を行い「青天の霹靂」に全量１等が付けられた。
　大場組合長は「現在厳しい米情勢ではあるが、今後新設される
ライスセンターの建設により当管内の稲作を絶やさず、満足して
利用して頂ける様に努めていきたい」と述べた。

ＪＡつがる弘前

ＪＡ相馬村

ＪＡごしょつがる
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ＪＡのこども共済抽選キャンペーン（８／30）
　ＪＡ共済では、子育て世代へ将来の備えと安心をお届けし
ようと、2021年４月より「ＪＡのこども共済お見積りキャン
ペーン」を実施しており、ＪＡ本店で第１期の抽選会が行な
われ、山美喜正組合長ほか常勤役員３人がＢ賞・Ｃ賞の抽選
をし、10人が当選した。キャンペーンは、第４期（22年３月
31日）まで実施し、ＬＡや窓口による紹介を行っていくこと
としている。

市町に支援要請　再生産意欲維持のため支援要請（９／22）
　ＪＡ十和田おいらせは、2021年産米の概算金の大幅な
下落を受けて、十和田市に稲作農家の経営安定対策に関
する要請書を提出し、再生産に向けた対策をお願いし
た。十和田市役所には畠山一男組合長と常勤役員らが訪
問し、小山田久市長に今年の生産資材等の支払いや次期
作にむけての支援策の必要性、ＪＡとしての独自の支援
策を検討していることを伝えた。小山田市長は「コロナ
による経済対策に加え、農家救済への対策も迅速に検討
する」と述べた。

秋ゴボウ　収穫・出荷最盛期に向けて目揃い会開催（９／15）
　ＪＡゆうき青森野菜振興会ごぼう部会は、収穫・出荷
の最盛期を前に目揃会を開き、参加した生産者らが出荷
規格等の確認を行った。萠出守ごぼう部会長は「収穫に
向けて管理してきたゴボウが高品質なものとして出荷で
きるよう、生産者１人１人が選別の際に細心の注意を
払って作業を行ってほしい」と話した。21年産は生産者
151人が約150haに作付し、348.2㌧の収穫量を見込んで
いる。

正しい積み方で安全性確保（９／１）
　ＪＡ津軽みらいは、各地区の米低温倉庫で米袋の荷崩れ
を防ぐための積み付け講習会を開いた。各地区の籾摺業者
とＪＡ関係者が参加し、米袋の安全な積み付け方法を確認
した。平賀基幹支店管内の平川低温倉庫で開いた講習会に
は、50人が参加。流通会社の社員が講師を務め、積み付け
方法や注意事項などを説明。米袋をパレットへ積み付ける
作業を実演し、参加者はパレットの向きや米袋を積み付け
る順序など確認した。

米農家支援を行政へ要請（９／16）
　ＪＡおいらせは、六戸町へ米農家の再生産に向けた支
援対策等を要請した。2021年産米の概算金の大幅下落を
受け、町に対策の検討を求めた。吉田町長は「採算割れ
するような状況で、経営が成り立たない。周辺行政がど
うとらえているか意見を聞き相談して、統一的な意見を
出したい」と述べた。沖澤繁弥組合長は「高齢の経営者
が多く、離農につながりかねない。対策を検討していた
だけるということでありがたい」と述べた。ＪＡは三沢
市にも、支援を要請する予定。ＪＡ八戸

ＪＡ津軽みらい

ＪＡ十和田おいらせ

ＪＡゆうき青森
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　ＪＡ青森中央会の雪田徹会長職務代行者と青森
県農協農政対策委員会の雪田徹委員長は９月16日、
青森市で自民党県連会長の江渡聡徳衆議院議員を
はじめ県選出国会議員４人に、2021年産米の概算
金大幅下落に係る緊急要請を行った。稲作農家へ
の支援対策や米の需給改善を求めた。
　要請内容は①21年産米の概算金大幅下落による
減収に加え、肥料等の生産資材価格も高騰してい
ることから、稲作農家への支援措置等再生産に向
けた対策を講ずること②セーフティネットである
米・畑作物の収入減少影響緩和対策交付金（ナラ
シ対策）の申請期限の延長、さらには米概算金大
幅下落による資金繰り等に対応するための早期発
動等、稲作農家の経営維持に向けた対策を講じる
こと③新型コロナウイルスの影響等で生じた20年
産米過剰在庫については、備蓄米の買入枠拡大等
の市場隔離を実施する等の需給改善対策を講ずる
こと―などの５項目。
　雪田徹会長職務代行者（委員長）の要請に対し、
江渡議員は「米の概算金については大変憂慮して
いる。青森県の農業を守るために、与党も野党も
関係なく協力していきたい」と述べた。
　本県においては、８月末現在の作付面積は、20
年産に比べ約4,100ｈａ（10.6％）の減少とかつて
ない規模での作付転換が実施される見込み。しか
し、21年産の概算金目安は厳しい販売状況を反映
し、「つがるロマン」で１俵あたり8,200円、「まっ
しぐら」で8,000円となり、20年産から3,400円の
過去最大の下落となった。
　新型コロナウイルス感染拡大に伴う人流の制限

措置および飲食店への規制で、業務用米の需要
は回復の兆しが見えておらず、20年産米の大幅な
過剰在庫が米の価格に大きな影響を与える結果と
なっている。

　ＪＡグループ青森と青森県農協農政対策委員会
は、県社会福祉協議会を通じて、「こども宅食お
すそわけ便」の利用世帯に県産米「まっしぐら」
約８㌧を贈呈した。食支援を通じて、県産農畜産
物への理解醸成に取り組んでいる。
　青森、弘前、五所川原、三沢、十和田、八戸の
６地区を対象に、10月までに県内60団体を通じて
約4,000世帯に届く予定である。
　９月26日、青森市の社会福祉法人義栄会が運
営する「こども食堂じょいん」で贈呈式を開き、
ＪＡ青森中央会の会長職務代行者で、青森県農協
農政対策委員会の雪田徹委員長が、義栄会の小畑
敦理事長に「まっしぐら」を寄贈。県社会福祉協
議会の高杉金之助会長は雪田委員長に感謝状を
贈った。
　雪田委員長は利用者に向けて「コロナ禍の中だ
が、子どもたちにはお米を食べて健康でいて欲し
い」、小畑理事長は「社会貢献の一環として、今
回の取組みが地域の方々に結びついてほしい」と
それぞれ願いを述べた。
　「こども宅食おすそわけ便」は、県社会福祉協
議会が青森県内各地域の社会福祉法人と実施して
おり、経済的に困窮している世帯やひとり親世帯
に食品を提供している。この日は青森市内９ヵ所

ＪＡグループ青森として初の試み　こど
も宅食おすそわけ便

概算金大幅下落に対する緊急要請

JA青森中央会 information　－ インフォメーション －

▲江渡議員（左から２人目）らに要請書を手渡す雪
田会長職務代行者（委員長）㊥ ▲小畑理事長㊨から感謝状を贈呈される雪田委員長㊥
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で、お米の寄贈を行った。
　「こども食堂じょいん」では、同日10時から２
回に分けて県産米の他、コープあおもりから袋詰
めされた食品などを利用者に手渡していた。

　青森県立柏木農業高校は９月28日、ウェブ会議
システム「Zoom」で、グローバルＧＡＰの実践
と認証取得について意見交換を行った。北海道、
愛知県、京都府などＧＡＰ取得に取り組んでいる
農業高校など10校から生徒が参加した。
　「G.A.P の日」（９月16日）と農林水産省「あ
ふの環プロジェクト　サステナウィーク」に合わ
せて、生徒が日頃の学習成果を伝えることが目的。
９月16日、参加各校の活動状況を動画により紹介
し、２回目となる今回は各校のＧＡＰ取得におけ
る追加説明や質問を行った。生徒は互いに活発な
意見のやりとりをした。
　同校生徒は2020年にＧＡＰ取得米の「柏農浪
漫」の審査会の様子や生産過程の事例、国連の
SDGs（持続可能な開発目標）に向けた取り組み
では、新聞紙で制作したエコバックを販売実習で
活用した事例の紹介を行った。
　同校の高野浩輝校長は「ＧＡＰの取得でリスク
管理を知り農家へのコンサルができるだけではな
く、販売実習が可能となる。ＧＡＰ取得への挑戦
過程で、生徒が『変容』している」と期待を述べ
た。生徒らは「他校での取り組みや活動状況を確
認することができ、ＧＡＰの魅力を再確認できた」
と述べた。
　同校は19年にリンゴで、20年には新たに米でグ
ローバルＧＡＰの認証を取得しており、今年はリ
ンゴと米で継続認証をめざしている。意見交換会
の後には、弘前大学や一般社団法人ＧＡＰ普及推

進機構の関係者から、生徒への激励や意見交換会
における議論の改善ポイントの振り返りがあっ
た。

ＧＡＰ取得への挑戦　オンラインで生徒
による意見交換 10月

　12日　　　資産査定担当部課長会議（県農
協会館）

　13日　　　県参協定例会（県農協会館）
　14～15日　農協内部監査士検定試験準備研

修会（ＷＥＢ併催）（教育研修所）
　19日　　　ＪＡ広報担当者研修会（県農協

会館）
　19日　　　日本農業新聞通信員研修会・会

議（県農協会館）
　21日　　　県下ＪＡ女性部長・支部長・エ

ルダー代表者・事務局合同会議
（県農協会館）

　23日　　　認証初級試験（県農協会館）
　29日　　　ＪＡ全国大会（東京都）

11月
　２日　　　女性リーダー育成研修会（県農

協会館）
　４～５日　監事監査（県農協会館）
　５日　　　県女性協定例理事会（県農協会

館）
　６日　　　認証中級試験（県農協会館）
　９日　　　定例理事会（県農協会館）
　９～10日　認証営農指導員準備研修会（教

育研修所）
　９日　　　内部監査担当部課長会議（アラ

スカ会館）
　10日　　　県参協定例会（県農協会館）

　
行事（10／10～11／10）

▲ウェブ会議で意見を交換する柏農生（青森県平川
市で）

▲利用者にお米を手渡す雪田委員長
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　ＪＡバンクでは、ＪＡバンク口座をお持ちのお
客様を対象にＪＡカードのＷＥＢ申込を開始し
た。
　これまでは新規に口座を開設するお客様のみＷ
ＥＢ申込が可能となっていたが、2021年10月から、
既にＪＡバンクをご利用いただいているお客様も
来店不要でＪＡカードを申込むことができる。

　なお、ＪＡに口座をお持ちでないお客様は、こ
れまでどおりＪＡバンクメールオーダーシステム
からＪＡカード（キャッシュカード一体型）を申
込むことが可能。
　ＷＥＢの申込フォームに必要事項を入力すれ
ば、一週間程度で登録住所あてに申込書類が届き、
申込書類の印字内容等を確認し返送するだけで手
続は完了。口座開設とＪＡカードの申込みを同時
に行うことができる。
　ＷＥＢでの申込みはこちらから。

 

　ＪＡバンクでは、2021年９月より、「メルペイ」
との連携を開始した。
　メルペイは株式会社メルペイが運営するスマー
トフォンアプリ「メルカリ」の決済サービスで、

メルペイにＪＡバンクの口座を登録すれば、リア
ルタイムで登録口座からメルペイの残高チャージ
が可能。メルカリ内での買い物やコンビニ等の全
国加盟店での支払いで使用することができる。
　ご利用は普通貯金口座のキャッシュカードをお
持ちのお客様が対象で、利用手数料はもちろん無
料。
　ＪＡバンクでは今後も提携先を順次拡大し、
サービスの利便性向上を図っていく。
　詳しいサービス内容・ご利用方法はＪＡバンク
ＨＰまで。

JAバンク青森 information　－ インフォメーション －

ＪＡカードのお申し込みは来店不要の
ＷＥＢ申込がおすすめ

ＪＡバンクの口座から『メルペイ』への
即時チャージが可能に！

農林中央金庫
10月
　12日　　　第二種証券外務員・内部管理責

任者資格試験（県農協会館）
　14日　　　ＪＡバンク青森運営協議会専門

委員会（県農協会館）
　18～19日　ＪＡバンク青森アカデミー第６

期「管理職コース」第１部（アッ
プルパレス青森）

　24日　　　銀行業務検定試験（各会場）
　26～27日　ライフイベントセールスリー

ダー養成講座②（県農協会館）

11月
　８日　　　窓口年金推進研修（県農協会館）
　９日　　　青森県ＪＡ信用担当部課長会議

（県農協会館）

農協電算センター
10月
　19日　　 臨時株主総会（県農協会館）
　19日　　 臨時取締役会（県農協会館）

行事（10／10～11／10）

申込みできるＪＡカード
ＪＡカード単体型（クレジットカード単機能型）
※キャッシュカード一体型を希望する方は、
ＪＡ窓口での手続きが必要となります。

　　　　
サービス利用可能時間
【ＪＡカード入会申込み】
　24時間365日（メンテナンス時間を除く）
【引落口座登録】 
　平日　８：00～20：00 サービス利用可能時間

【振替口座登録・解除】 
　平日　８：00～20：00
【チャージ】 
　平日・土曜・祝日　０：40～23：40 
　日曜　６：30～23：40
※臨時のメンテナンス等により、ご利用いた
だけない場合があります。
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　ＪＡ全農あおもりは８月31日のやさいの日に
合わせて、「青森やさいオンラインイベント」を
開いた。インターネット動画サイトYOUTUBE
「ＪＡ全農あおもりチャンネル」にて、１時間の
ライブ配信を行ったもの。ＭＣにダンス＆ボーカ
ルユニット「RINGOMUSUME」の王林さんと
ジョナゴールドさんを迎え、県内の生産者と青森
いきいきやさいレディとともに県産やさいをＰＲ
した。
　県産やさいの紹介のほか、質問コーナーやゲー
ム対決、やさいクッキングなどの企画を盛り込み、
視聴者が楽しめる内容に。やさいクッキングでは
「ながいもつけだれそうめん」や「夏やさいのホッ
トプレートで焼きチーズカレー」などの簡単レシ
ピを紹介し、ＭＣの２人も調理と試食を楽しんで
いた。
　また、配信視聴者限定で「青森県産やさい詰合
せセット」が抽選で50人に当たるプレゼントキャ
ンペーンでは、106名の応募があった。
　全農あおもりの担当者は「多くの人に視聴いた
だき、県産やさいの認知度向上に繋がったと感じ
る。レシピはＳＮＳでも発信するので、お家でも
活用いただきたい」と話した。

　ＪＡ全農あおもりは９月２日、六戸町の青森県
産業技術センター野菜研究所で「2021年度青森県
にんにく共進会」の審査を行った。最優秀賞に熊

野雅人さん（ＪＡ十和田おいらせ）、優秀賞に金
澤幹雄さん（ＪＡ八戸）がそれぞれ選ばれた。熊
野さんには農林水産大臣賞、金澤さんには県知事
賞が授与される。
　日本一のにんにく産地の維持・拡大に向けて、
栽培技術のレベルアップと高品質安定生産の推進
を目的として毎年行っているもの。
　県内８ＪＡから100点が出品され、全体の大小
や形状、乾燥や表皮の状態などを競った。
　表彰式は2022年１月に行われる。
　最優秀賞、優秀賞以外の入賞者は次の通り（かっ
こ内はＪＡ名）
◇優良賞▽立崎洋史（十和田おいらせ）▽豊川誠
人（同）▽一戸茂（おいらせ）▽長根淳一（同）
▽木野幸助（同）

　ＪＡ全農あおもりは９月13日、青森市の県農協
会館で「あなたが選ぶ青森県産食材を使ったお料
理レシピ№１決定戦第１弾」のプレゼント抽選会
を開いた。８月１日から９月12日までホームペー
ジで展開したもの。応募者138名の中から、当選
者を決定した。
　１番作ってみたいレシピの第１位は「県産大根
のミルフィーユ角煮」。作り方は「大根スライス
を豚バラで巻き、片栗粉をまぶしフライパンで焼
く。調味料を加え煮込んだらできあがり」という
もので、大根を肉で巻くことでボリュームを感じ
ながらヘルシーに仕上がる嬉しい一皿だ。１位の

青森やさいオンラインイベント

青森県にんにく共進会

JA全農あおもり information　－ インフォメーション －

▲県産やさいをＰＲする生産者・沼田泰昭さん
　（ＪＡおいらせ）㊧と工藤恒太郎さん（ＪＡつがる
にしきた）㊨

「あなたが選ぶ青森県産食材を使ったお
料理レシピ№１決定戦第１弾」抽選会

▲審査する関係者ら
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レシピを応募した消費者からは「大根がさっぱり
として美味しい」「大葉も巻いてアレンジしてみ
た」などのコメントが寄せられた。
　抽選した全農あおもりの笹森俊充副本部長は
「10月からの第２弾にも、お家時間を活用して応
募して欲しい」と話した。
　キャンペーンは、県産食材を使用した６種類の
レシピの中から１番作ってみたいものを選んで応
募すると、チャンス①として抽選で10名様に「青
森いきいきやさいセット」が当たる。さらにチャ
ンス②として、応募したレシピを参考に実際に料
理を作り写真・感想を応募すると抽選で10名様に
「あおもり和牛焼肉用カルビ500㌘」が当たるＷ
チャンス企画。

　ＪＡ全農あおもりと青森県牛乳普及協会は９月
10日、８月に展開した「牛乳ごっくんキャンペー
ン第２弾」のプレゼント抽選会を青森市の県農協

会館で開いた。合計2393通の応募の中から、当選
者300人を決定した。
　当選者には賞品として、津軽びいどろペアグラ
スや飲むヨーグルト詰合せセットなどをプレゼン
トする。
　全農あおもり畜産酪農部の長内敏也部長は「今
年度は４回開催を予定しており、第３弾は10月開
催予定。安全・安心な県産牛乳をたくさん飲んで
応募して欲しい」と話した。

行事（10／10～11／10）

10月
　29日　　　ＪＡ葬祭　やすらぎホール黒石

竣工式（黒石市）

11月
　９日　　　運営委員会（県農協会館）

「牛乳ごっくんキャンペーン第２弾」抽
選会

▲当選者を決める笹森副本部長

▲牛乳ごっくんキャンペーン第２弾抽選会

▲新事務所

～お知らせ～
土壌分析センターおよび東青地域資
材配送センターを移転しました。

名
称 土壌分析センター

東青地域資材
配送センター

住
所

〒038-1311
青森市浪岡大字浪岡字細田49番地
ＪＡ青森浪岡営農支援センター敷地内

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

(017)729-8641
(017)762-1078

(0172)55-0633
(0172)55-0634

※電話・ＦＡＸ番号は、変更ありません。
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JA共済連青森 information　－ インフォメーション －

　ＪＡ共済連青森は、令和３年９月25日（土）青
森県農協会館において、令和３年度ＪＡ共済青森
県小・中学生書道・交通安全ポスターコンクール
審査会を開催した。
　両コンクールは、共済事業の理念である相互扶
助と思いやりの精神を、次世代を担う小・中学生
へ伝えていくとともに児童・生徒の書写教育に貢
献することを目的に「書道コンクール」を、ま
た、児童・生徒の図画工作・美術教育の高揚を図
り交通安全思想を幅広く社会に訴えることを目的
に「交通安全ポスターコンクール」を開催してお
り、地域貢献活動（文化支援活動）の一つとなっ
ている。
　書道コンクールは昭和32年度にスタートし今年
度で65回、交通安全ポスターコンクールは昭和53
年度からスタートし今年度で44回となり、質、応
募点数ともに県内屈指のコンクールとして高い評
価をいただいている。
　今年度の応募作品は、書道が353校から、9,910
点、交通安全ポスターは139校から、686点の作品
の応募があった。
　当日は、書道・交通安全ポスターの審査員各５
名が会場に集まり、書道は鎌田雨渓審査員長、交
通安全ポスターは宮本益衛審査員長を中心に審査
が行われた。
　初めにＪＡ共済連青森福士本部長から挨拶があ
り、次に審査する際の基本方針や選出点数などを
確認し厳選な審査が開始された。
　各審査委員の厳選なる審査の結果、書道半紙・
条幅の部および交通安全ポスターの部あわせて、
最優秀賞27点、特選27点、準特選27点、奨励賞81
点が選出された。各部門における最優秀賞を受賞
した作品は県代表として全国コンクールへ出展さ
れる。
　10月28日には、各部門の「最優秀賞」受賞者と「優
秀学校賞」受賞校代表者を招いて、青森県農協会
館で表彰式を行う予定である。
　また、11月６日（土）、７日（日）には青森県
観光物産館アスパム、13日（土）、14日（日）に
はさくらの百貨店弘前店、20日（土）、21日（日）
にはイオンモール下田で書道・交通安全ポスター
コンクールの入賞作品展示会を行う予定である。
　昨年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防
止の観点から、全国コンクールが中止となったが、
今年度は開催予定である。昨年より多くの作品が

集まり、新型コロナウイルス感染症を吹き飛ばす
ような、生き生きとした力強い作品が数多く寄せ
られた。

令和３年度ＪＡ共済青森県小・中学生
第65回書道コンクール・第44回交通安全
ポスターコンクール審査会の開催

行事（10／10～11／10）

10月
　10日　　　ＪＡ共済交通安全フェスティバ

ル（道の駅なみおか）
　12日　　　共済事業担当常勤理事会議（ホ

テル青森）
　13日　　　共済税務研修会【個人編】（県

農協会館）
　14日　　　共済税務研修会【法人編】（県

農協会館）
　　　　　　第３回ＪＡ共済きずなの青い森

プロジェクト（平内町）
　15日　　　ＪＡ自動車契約担当審査員有資

格者研修会（県農協会館）
　28日　　　書道・交通安全ポスターコン

クール表彰式（県農協会館）
　
11月
　４日　　　生命共済ＪＡ審査員有資格者研

修会【２回目】（県農協会館）
　６～７日　書道・交通安全ポスターコン

クール展示会（青森県観光物産
館アスパム）

　９日　　　運営委員会（県農協会館）
　10日  　　ＪＡ共済ヘルスアップ講座（プ

ラザマリュウ五所川原）
　　　　　　建物共済ＪＡ審査員有資格者研

修会【２回目】（県農協会館）

▲書道の審査風景

▲交通安全ポスターの審査風景
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あおもり
東北農政局通信

あおもり 東北農政局青森県拠点
地方参事官室
℡：017-775-2151

連絡先

「みどりの食料システム戦略」について
～食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイノベーションで実現～

　我が国の食料・農林水産業は、大規模自然災害・地球温暖化、生産者の減少等の生産基盤の脆弱
化・地域コミュニティの衰退、新型コロナを契機とした生産・消費の変化などの政策課題に直面し
ており、将来にわたって食料の安定供給を図るためには、災害や温暖化に強く、生産者の減少やポ
ストコロナも見据えた農林水産行政を推進していく必要があります。
　このような中、健康な食生活や持続的な生産・消費の活発化や ESG投資市場の拡大に加え、諸
外国でも環境や健康に関する戦略を策定するなどの動きが見られます。今後、このような SDGs や
環境を重視する国内外の動きが加速していくと見込まれる中、我が国の食料・農林水産業において
もこれらに的確に対応し、持続可能な食料システムを構築することが急務となっています。
　このため、農林水産省では、令和３年５月に食料・農林水産業の生産力向上と持続性の両立をイ
ノベーションで実現する「みどりの食料システム戦略」を策定しました。
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農業高校生にＪＡ・農業理解をすすめる
１．良好な関係性をつうじて

　地域に根差し、組織（ＪＡ）が地域社会の一員として認知されるため、「どのような考え方のもと」「ど
のような取組みを進めているのか」「どのような状況なのか」を正確にわかりやすく伝え、理解してもら
えるよう取組む必要がある。
　このためには、さまざまなコミュニケーション活動を通じ良好な関係性を築くことが重要である。
２．農業高校生へアピール

　県農協農政対策委員会とＪＡ青森中央会は、次世代（小・中学生・高校生等）に対する農業理解をすす
めるため、６月下旬、三本木農業（恵拓）高等学校での出前授業と同校によるＪＡ十和田おいらせでの施
設見学を実施した。
（１）出前授業（令和３年６月25日）

　ＪＡへの施設見学を前提に、あらかじめＪＡの概要把握のための出前授業を実施した。高校生が利
用することが少ないＪＡ、協同組合の意義・仕事内容などについて説明。またＪＡグループで取組み
を進めるＳＤＧｓについては「ＳＤＧｓかるた」を活用し楽しむ授業を行った。

（２）ＪＡ十和田おいらせでの施設見学（令和３年６月29日）
　施設見学では、農業技術センターや十和田やさいセンター、産直施設「かだぁ～れ」など５カ所を
訪れ、ＪＡ担当者から各施設の役割や野菜の集荷から出荷までの流れなどについて説明を受けた。
　本店会議室ではＪＡが取組むブランド化に関する特別講義や農畜産物の販売戦略について学んだ。
　また年齢の近い若手職員との意見交換会では、入組から現在に至る職業人としての心構えなど学び、
生の声を聞くことで進路選択の参考としていた。

３．今、なぜ取組むのか？

　農業高校教諭とＪＡ青森中
央会との研究会をきっかけ
に、ＪＡと農業高校は共に農
業を通じて地域に密接した活
動を行っている一方で、互い
に実態やどのような活動を
行っているのか知らないこと
が多かった。また生徒は、以
前より非農家出身者も多くな
り、農業・ＪＡが縁遠い存在
ですらあった。本活動に取組
むにあたり、互いにどのよう
なことを求めるのかヒアリン
グし、右図のとおり整理した。
　ＪＡでは、近年、求人募集
をしても募集人数に届きにく
い状況にあることから、就職
希望者の増加（選択肢）につなげ、継続的な取組みからＪＡのＰＲにつなげたいとする要望が挙げられた。
　また、農業高校では授業でＪＡについて取り上げてもイメージすらできない生徒もあるほか、教員も
ＪＡの知識が乏しいことから、ＪＡについて学ぶ場と、生徒が卒業して社会人として働く環境を体感して
もらいたいとの要望があった。こうした背景から、今回の取組みにつながった。
４．良いことは広げよう

　上記３．の状況は、各地においても想定されるものと考えられる。
　このため今後、県農協農政対策委員会、ＪＡ青森中央会は連携し、県内各ＪＡと高等学校等での実施を
呼びかけ、次世代の理解・育成を通じた地域農業の発展に取組みをすすめていく。

（中央会　農業対策部）

組 織 農 政 通 信

かるたを活用してＳＤＧｓをまなぶ

（１）出前授業の様子

①やさいセンターの見学　　

（２）施設見学

②「かだぁ～れ」での集合写真 ③若手職員との意見交換会
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　今回は、新規就農者支援の現状と親元就農における今後進むべき方向性について取り上げる。

１．青森県内での新規就農者の状況
　青森県構造政策課が今年８月に公表した「令和２年度青森県の新規就農状況について」によると、新規
就農者の数は増加傾向にある。新規学卒者は減少傾向にあるが、他産業者からの就農者は年々増加してい
る。特に非農家出身者は年々増加傾向にある。これは法人への就農者が増加していることに加え、新型コ
ロナウイルス感染症の影響により県内の有効求人倍率が低下し、農業分野の求人が注目されつつあるもの
と推測される。
　一方、資料にはないものの平成７年から平成27年での農業就業人口の推移をみると20年間で約65千人減
少しており、単純計算では年間約３千人がリタイヤしている。このような状況が続くと産地の維持はもと
より、農家の持つ技術や伝統が引き継がれないまま失われる可能性がある。

２．新規就農者の区分
　新規就農者とは、「新規自営農業就農者」、「新規雇用就農者」、「新規参入者」の３者をまとめた総称と
されている。
（１）新規自営農業就農者とは
　　　家族経営体の世帯員で、他の仕事から自営農業への従事が主になった者。
　　　（主に家族経営の継承である親元就農等）
（２）新規雇用就農者とは
　　　法人等に雇用されることにより、農業に従事することとなった者。
（３）新規参入者とは

　土地や資金を独自に調達し（相続・贈与等で親の農地を譲り受けた場合を除く）、新たに農業経営
を開始した経営の責任者および共同経営者。（第三者承継を含む）

３．本会としての新規就農者支援
　本会では、これまで新規就農者支援について、次の内容に取り組んできた。
（１）新規就農者支援パッケージ

　募集から定着までの支援体系である「県版新規就農者支援パッケージ」を作成した。また、支援パッ
ケージをモデルＪＡの実態に合わせ、実務的な支援内容に修正するとともに、新規就農希望者が取り
組み易い作物に特化した支援内容を織り込んだ「ＪＡ版新規就農者支援パッケージ」の策定を支援し
た。現在、モデル以外のＪＡに対しても策定支援を実施している。

（２）第三者承継
　弘前大学と共同調査・研究を実施し、ＪＡ青森浪岡地区りんご部会を主体とした「ＪＡ青森浪岡地
区新規就農受入協議会」の設立を支援した。当協議会では、りんご栽培を目指す新規就農希望者を研
修生として受入れ、協議会会員の園地での農業研修を通じて栽培技術を伝承するとともに、園地や農
業機械等の経営資源を含めた経営移譲に向けた活動を進めている。
　また、当協議会での実例等をもとに、希望するＪＡへ横展開を予定している。

実践  農業者支援
新規就農支援体制強化について

青森県における年度別新規就農者数 （単位：人）

形 態 別 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 H26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ 対前年度比
（R２／Ｒ元）

Ｈ28～Ｒ２の
５か年平均（Ａ）

過去５年対比
（R２／Ａ）

総　計 190 267 258 296 263 246 277 256 292 303 104％ 275 110％

新規学卒者 52 83 63 71 72 59 72 51 65 55 85％ 60 91％

他産業等からの就農者 138 184 195 225 191 187 205 205 227 248 109％ 214 116％

農家出身者（注１） 98 137 125 144 98 122 106 94 118 100 85％ 108 93％

非農家出身者（注２） 40 47 70 81 93 65 99 111 109 148 136％ 106 139％
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４．親元就農が進まないと想定される要因
　親元就農とは、親の資産や技術を含めた農業経営を引き継ぐ事であるため、何より重要となるのが親子
間での話し合いである。しかし、次のような理由により、建設的な話し合いに辿り着けていないケースが
多い。
（１）親元就農をすると決めたが詳細な話を後回しにしている。
（２）親と子の目指す経営の方向性等が違う。
（３）親子間のプライドにより話しづらい。
（４）親子共に将来への不安を抱えている。

　このような理由から、話し合いが進んでいないと考えられるが、すべてに共通して言える事が、「今」
が大切であるということである。
　子供が半人前ならば農業経営を一人で行える立派な農業者に「今」から教えるしかなく、引き継いでほ
しい伝統や技術も「今」話し合って伝えるしか方法はない。
　いずれにしても、農家である親が現役である「今」でなければ親元就農を実践することはできない。

５．ＪＡが取り組むべき内容
　親元就農にあたっては現状の農業経営について、伝達や話し合いが必須であり、特にＪＡは親子間での
話し合いの時には緩衝材になる必要があり、次の内容に取り組む必要がある。
（１）親子に親元就農とは何かを知ってもらう。
　　　親元就農とは何か、具体的には何を引き継ぐのか、そのメリットは何なのかを説明する。
（２）経営実態の把握について支援する。

　話し合いをすすめるうえでは、引き継ぎ資産や経営実態の把握が重要となるが、引き継ぐ資産の中
でも資産承継（目に見えるもの）を明確化することが非常に重要である。
　主な内容としては、農地や農業機械、預貯金や共済の加入状況等を把握する必要がある。

（３）事業承継タスクの整理を支援する。
　承継には把握した農地や農業機械、預貯金等以外にも、目に見えない技術や地域での人間関係等が
ある。そのため、目に見えない承継の内容についても把握したうえで、承継するためには子が何をす
べきか検討する。また、ＪＡはその検討にあたり相談、助言を行う。

（４）話し合いのサポート
　親子二人で話しても、理想論や感情的になってしまうケースが多いため、ＪＡが参加し緩衝材にな
ることで、建設的な方向へ誘導する必要がある。

（５）親子の意見の補足と折衷案の提案
　親子での話し合いに際しては、親子であるからこそ言葉足らずになりがちで、そこから誤解が生じ
易い。そのため、ＪＡでは両者の立場を尊重した意見の補足や折衷案の提案が必要となる。

（６）親子の相談役
　親子間の話し合いが順調に見えても、不平不満がたまるケースも多い。ＪＡでは、定期的に行う個
別の相談時には親子双方から出される意見要望を受け止め仲介役となる必要がある。

６．今後の方向性と役割
　今後は、青森県内のみならず全国的な新規就農者支援の事例等を踏まえ、必要となる取り組みを検討し
ていく。
　具体的には次のとおりＪＡ、連合会において役割分担しながら同じ目標に向かって進めていく。
（１）ＪＡの役割

①　ＪＡは、「親元就農」対策として、正組合員の事業承継を円滑に進めるため、総合的に支援する
体制を構築する。特に、「親元就農」を希望する後継者の情報を収集するとともに、事業承継に重
要な「親子間の話し合い」等に向けた相談体制を整備する。
②　ＪＡは、「第三者承継」対策として、優良事例を参考に、行政等関係機関と連携し、事業承継を
希望する離農予定者および被承継者の情報収集や面談等により対象者を選定し、マッチングを進め
る。

（２）連合会の役割
①　連合会は、「親元就農」対策として、ＪＡが実施する「親子間の話し合い」に向けた相談体制の
整備について支援する。
②　連合会は、「第三者承継」対策として、モデルＪＡによる実証結果を参考に事業承継の体制整備・
支援方法を確立するとともに、希望する他ＪＡに対し横展開をはかる。
③　連合会は、新規就農者支援を担当するＪＡ職員の知識向上のため、実務研修会等を開催する。

（中央会　農業対策部）
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～ＪＡ内部統制の確立・強化へ向け取り組もう～

１．はじめに

　いま全国では、コロナ感染の急拡大にともない出されていた緊急事態宣言が解除されたところであるが、
ＪＡグループでは、今まさに“コンプライアンス”非常事態宣言の発令待ったなしの状態にある。理由は、
平成16年以来下がってきていた不祥事の発生件数が上昇傾向を見せているからである。

２．内部統制確立強化の必要性

　まず現状の確認をしてみると、平成16年度から27年度にかけては一貫して不祥事の報告件数が減少した
ものの、それ以降は下げ止まりの状態が続いていたが、令和元年度から明らかな上昇に転じ２年度も同水
準となっている。不祥事の内容的には「現金の着服」＝業務上横領の事案が多く、このままではＪＡの社
会的信頼性へのダメージは計り知れないものがある。
　本会が昨年から、現金精査にかかる「クロスチェック」の必要性を周知し実施を進めてきたのは、背景
としてそういう状況があり、内部統制の確立・強化の必要性を認識していたからである。

３．改めてコンプライアンスとは？　

　ここで改めてコンプライアンスとはなにかを確認したい。まず「コンプライアンス」という言葉からは、
誰もが「法令や社会的規範の遵守」を思い浮かべることと思うが、コンプライアンスという言葉自体には「～
に従う」という意味しかなく、特定のなにに従うということを意味していない。逆に言うと、法令や社会
的規範の遵守もその一部に含んだずっと広範な意味合いを持つ言葉だといえる。
　それを踏まえてコンプライアンスの取り組みを考えると、違法行為等を起こさないという「結果」はも
ちろん大事だが、この違法行為を起こさないという結果をもたらす意思決定や業務行動にかかるプロセス
の適正性が重視されることになる。これは言うなれば風通しの良い職場づくり、意見を言い合える環境の
構築といったことが重要だということでもある。
　コンプライアンス違反は、故意であろうと不注意から起きたことであろうと、ＪＡの信頼を損ねる不祥
事件に発展して、その当事者の人生を台無しにするだけでなく、家族や同僚の人生にまで影響を与える恐
れがある。「ＪＡ綱領」をいま一度読み返し、ＪＡの基本的使命や社会的責任、ＪＡ職員の果たすべき役
割というものを再確認・再認識していただきたい。

４．本県での内部統制確立強化に向けた取り組み

　本県では９月に入ってから、役員向けあるいは職員向けのコンプライアンス研修会の開催が本格化して
いる。９月10日には東京国際コンサルティング株式会社の青木茂幸氏を講師に「コンプライアンスの真の
意味とそれを浸透させる有効な手法」をテーマとした「ＪＡ役員コンプライアンス研修会」を開催した。
同研修は、昨年はコロナ禍による延期の後に中止となった経緯があり、今年はＷＥＢ形式を主体にした安
全安心な受講方法を模索・調整し開催実現に至った。また、各ＪＡからの依頼による職員向けのコンプラ
イアンス研修も、「受講者も講師も密状態にならない」ＷＥＢ研修方式をはじめて用意し提案していると
ころである。ＷＥＢ研修は、複数ＪＡの職員が同時に受講でき、複数日・複数会場の受講設定など自由度
が高く、従来より柔軟な受講態勢を提供できる。ＪＡ内でも本支店間の距離・場所にとらわれないＷＥＢ
を利用した研修や会議、打ち合わせを業務における情報共有はもとよりコンプライアンス意識の共有・醸
成に活用をお願いしたい。

５．さいごに

　現時点では、本会主催研修会の内容をストリーミング配信することは、システムや設備導入の関係で実
現の見通しは立っていない。しかし、緊急性の高い内部統制確立強化に関する情報・知識の周知には、リ
アルタイムかつ継続的に繰り返し視聴できるＷＥＢ配信等は有効である。ＪＡ全中など全国連では、各種
研修・会議の開催後にＷＥＢ配信するなど、全国での情報の共有・発信を強化しており、全国ＪＡコンプ
ライアンス実践トップセミナーもCisco 社の「Webex」を利用し視聴期間を設定したＷＥＢ配信による
開催となっている。このＷＥＢを利用する流れは、コロナ禍を乗り切ったあとも続くことが予想され、本
県においても会議・研修会にＷＥＢを利用する場面が多くなっていることから、本会としては今後も適切
な研修環境の提供に向け検討・支援を行っていく。

（中央会　経営対策部）

経 営 の 窓 口
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ポリシーブック研修会
　８月20日全青協は、ポリシーブックの作成率の向上と、作成後の見直し、活用をすすめるため、ポリシー
ブック研修会（ＷＥＢ）を開催した。全国約150名の盟友とともに青森県農協青年部協議会（県青協）か
ら５ＪＡ・19名が参加した。
　ポリシーブックは「ＪＡ青年組織の政策・方針集」で、青年部の盟友一人ひとりが営農や地域活動を進
めていく上での課題や疑問点を整理し、盟友同士で解決策を検討したものをとりまとめている。
　研修会では、ポリシーブックを「組織活動の軸にするための」作成方法や活用について説明が行われた。
主なポイントは以下のとおり

１．課題の掘り下げ
　　組織の中での思いを共有する
２．解決策のアイデア出し
　１．で出された課題に対し、「自助（自分たちでできること）・共助（ＪＡ等と一緒に）・公助（行
政への要請）」の観点から解決策を協議する

３．ポリシーブックの活用
　　（１）活動計画とのリンク（紐づけ）
　　（２）ＰＤＣＡサイクルによる進捗管理、絶えずポリシーブック・活動計画の見直し、実行、評価、
　　　改善・・というサイクルを「仕組化」し、継続する

※　実践には、活動スケジュールにおいて、
５Ｗ１Ｈを明確にし進めることが求められ
る。
　青森県農協青年部協議会では、ポリシー
ブックの見直し・活用による課題解決と青
年部活動の活性化のため、研修会等を通じ
支援して行くこととしている。

ＳＮＳを活用した情報発信

　青年部の活動理解による組織活動強化を図るため、ＳＮＳを活用した情
報発信に取組み、県青協のＳＮＳアカウントを立ち上げ７月より運用を開
始した。
　Instagram（インスタグラム）と Facebook（フェイスブック）に投
稿を行い、県役員を中心に日頃の作業の様子や、青年部の取組みを発信し
ている。
　今後の取組みとしては、各ＪＡ青年部の取組み紹介や盟友の活躍を中心
に投稿し、若手農業者の営農や地域にかける想いを伝えることで、国産農
産物の魅力や食の大切さについて消費者の理解促進につなげていく。

ＪＡ青森県青協 NEWS

インスタグラムの投稿

下記ＱＲコードからフォローお願いします。

Facebook　ＱＲコード Instagram　ＱＲコード
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　ＪＡゆうき青森では地域小学校と連携し、食農教
育活動に力を入れている。農業が盛んな地域ならで
はの取り組みだ。地域特産物や地域農業への理解醸
成はもちろん、農業や農産物を絶やさずに次世代の
子どもたちへ繋ぐ活動の一環として毎年実施。
　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の「２．飢餓を
ゼロに」と「４．質の高い教育をみんなに」にも繋げている。
　５月にはアピオスを生産者指導のもと、七戸町の小学校児童らが植付けから支柱
さし、ネット張りまでを行い、11月に収穫。
　収穫したアピオスを使用し、女性部とオリジナルレシピの料理を作る。８月は青
年部が主体となり、播種機を使って葉つきこかぶを野辺地町の小学校児童らととも
に植付ける。収穫したこかぶは地域住民へ児童らが販売。大切に育てた農産物を収

穫する喜びを体験する他、生産者の圃場（ほじょう）やＪＡ施設の見学をする。
　同ＪＡ野菜振興会キャベツ部門では、12月に、管内の農家が生産したキャベツを学校給食へ寄付する。このように、子どもたちが
実際の生産現場で生産者やＪＡ職員と触れ合いながら、農業への理解を深めている。
　コロナ禍で活動は限られるが、ＪＡでは今後も食農教育活動を通じ、食と農の大切さを次世代の子供たちへ積極的に伝えていく。

食と農の大切さを子供たちへ すすめ！
ＳＤＧｓ！

アピオスを収穫する児童ら（青森県七戸町で）

ＪＡ青森中央会　
　農業対策部　組織農政課
　　小

お

原
ばら

双
ふた

葉
ば

　さん

●プロフィール
2021年４月から勤務　八戸市出身　23歳

輝き
働くきっかけは？ 

　ＪＡが掲げる目的に共感したため。　

業務内容を教えて下さい。 
　県生活指導員連絡協議会の事務局、全ＪＡ調査を主に担当し、副担当として、県女性協や食農教育活動等に携わっ
ています。

働いた感想は？ 
　様々な業務があるので、日々頑張っていきたいと思います。
　　　　
仕事をする上で、日頃心がけていることは？ 

　相手の気持ちになって考えること、感謝の気持ちを忘れないこと。

特技・趣味は？ 
　華道・絵を描くこと・筋トレ    

あなたが自慢できることは？ 
　フルートが吹けます。　

将来の夢は？ 
　コロナが落ち着いたら、色々な国を旅行したいです。
　動物が好きなので、将来はペットを飼いたいです。

ＪＡ人の動き

〇ＪＡ津軽みらい（令和３年９月24日付）
代表理事組合長 工　藤　俊　博（新）
代表理事専務（総務管理担当） 成　田　義　仁（新）
代表理事常務（信用担当） 田　中　究　明（再）
代表理事常務（販売担当） 村　上　勝　憲（再）

代表理事常務（営農購買担当） 加　藤　和　夫（新）
代表監事 津　川　博　征（新）
常勤監事（員外監事） 一　戸　　　誠（新）
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■ＪＡ青森中央会　　https://www.ja-aomori.or.jp/chuoukai/
　　　イベントの様子､ 歳時記､ 産直・ＪＡ情報などをご覧いただけます。
■ＪＡバンク青森　　https://aomori.jabank.org/
　　　商品・サービスのご案内のほか、マネーシュミレーションや全国のＪＡバンクへのリンク等をご覧いただけます。
■ＪＡ全農あおもり　https://www.zennoh.or.jp/am/
　　　生産量日本一のりんご・にんにく・ごぼうをはじめとした農畜産物情報や活動状況、中古農機情報を紹介しております。
■ＪＡ共済連青森　　https://www.jakyosai-aomori.jp
　　　ＪＡ共済のご案内のほか、地域貢献活動の取組みを紹介しております。

ホームページアドレス

　21年県産米の概算金が決まった
が、下げ幅が過去最大となり、米
農家にとっては、厳しい出来秋を
迎えることとなった。
　新型コロナウィルス感染拡大に

伴う外食控えで業務用米の需要が低迷したことが
大きな要因で本県に限らず全国的にも軒並み影響
を受けることとなった。
　その後、県内の作付面積の67％が減収を穴埋め
する国のナラシ対策（収入減少影響緩和交付金）
か農業経営収入保険に加入しており、加入してい
る生産者の減収は１割程度に抑えられる見込みと
の試算結果が報道され、少し安堵した。しかし、
未加入者にとっては、大きな減収が避けられない

状況は変わらないため、市町村単位での支援策に
期待したい。
　我が家も子供達が独立し、今は妻と２人だけの
献立を毎日の日課としており主食は勿論、お米で
あるが１日の消費量としては２～３合程度が限界
で10キロの米を消費するには約１カ月もかかって
いる。２人の子供達には、定期的に宅配便で県産
米を送っており、米の消費拡大に努めている。
　子供達も「青森のお米は食べ慣れているからと
ても安心。特に炊き立てだと値段の
高い他県のお米と比べても変わらず
とてもおいしい」と言ってくれるの
で、親としては、送りがいを感じて
おり、今後も続けていきたい。（公）

もち米刈取り後の部員ら（青森県弘前市で）

ＪＡ相馬村

 ＪＡ相馬村青年部

仲 間

　ＪＡ相馬村青年部では、毎年もち米の栽培を行っており、定番の事業となっている。秋に収穫したもち

米は当ＪＡ直売所や予約での販売をし、続々と売れていく人気商品になっている。

　一昨年までは、苗から購入して栽培していたが、昨年からは播種するところから始めた。昨年に続き今

年も順調に生育し、今後収穫を行い、精米し11月下旬頃に店頭に並ぶ予定だ。

　同青年部の宮川貴彦部長は「途中、稲が一部で倒れてしまうこともあったが、収穫時にはしっかりとし

た黄金色になり、今年産の出来高に注目したい。コロナに負けないように部員と力を合わせて、地域を盛

り上げていきたい」と話した。

（日本農業新聞・青森県版９月９日掲載）
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青森から３つの「美味い！！」

つがるロマン
TSUGARU  ROMAN

青 天 の 霹 靂
S E I T EN  NO  H EK I R EK I

まっしぐら
MAS SH I GURA

 　　

★Nツアーでは“ノベルティグッズ”の多数取扱もございます。貯金キャンペーンや各種友の会・部会の記念品にぜひご用命ください。

お申込み・
お問い合わせは

お申込み・
お問い合わせは

青森支店株式
会社

TEL 017－729－8800

〒030-0847　青森市東大野二丁目1－15
総合旅行業務取扱管理者：伊藤　　亨・田川ますみ

FAX 017－729－8803

（一社）日本旅行業協会正会員  観光庁長官登録旅行業第939号

一般社団法人日本旅行業協会（JATA）の正会員です。

株式会社農協観光代理業
青森県知事登録旅行業者代理業第26号
JAゆうき青森旅行センター
☎0175－72－1433
総合旅行業務取扱管理者／八重樫泰浩

価　格：80,000円
　　　　（税込88,000円）
ロット：１個単位から可
　　　　送料無料
備　考：37.5℃以上の検知で高温異常を
　　　　色とアラームでお知らせ。
　　　　８インチ大型液晶
　　　　測定誤差は±0.3℃

　　Nツアー新型コロナウイルス感染予防商品のご案内　　　　
新型コロナウイルス感染対策商品です。日々の備えにぜひご検討、ご利用ください。
掲載商品は一部です。こちらに無い商品でも、お問い合わせくださいませ。

1）非接触式検知器サーモマネージャーEX 2）日本製CO2濃度測定器
非接触でスピーディーに体表面温度を検知！
人が集まったり行き来する場所で使用されています。
設置工事必要なし、かんたん組立。
★この他多種取り揃えあります！

Nツアー
旅行券利用
可能です！



作品紹介

絆 10
印刷所／長尾印刷株式会社
令和３年10月10日発行
定価／ 200円
　　  （会員の購読料は賦課金に含まれています）

発行所／　　  JAグループ青森
　　　　　　  JA青森中央会／ JAバンク青森
　　　　　　  JA全農あおもり／JA共済連青森
〒030-0847　青森市東大野二丁目1番地15

☎017-729-8755（JA青森中央会総務企画部総務課）

J Aグループ青森 月刊広報誌［898号］
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